
① 教育基本法との対応
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② 検討の観点からみた内容の特色
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教育基本法との関連が十分に
図られているか。

● 教育基本法第 1 条の目標及び教育基本法第 2 条第 1 ～ 5 号に示された内容について，社会科の目標や学習内容と関わらせ
た指導を効果的に行うことができるように構成されている（詳細は本資料 p.35「教育基本法との対応」を参照）。

● 国土理解及び国際理解のために，日本・世界各地域における自然環境，人口，産業などを，最新の状況もふまえて掲載し，
幅広い知識と教養を身につけ，真理を求める態度を養えるよう配慮されている。

● 農林水産業・鉱工業などが読み取れる図版を多数掲載し，自主・自律の精神や勤労を重んじ，主体的に社会の形成に参画
する態度を養えるよう配慮されている。

● 日本・世界の諸地域の学習を通して，多様な立場や考え方があることを認識し，多面的・多角的な視点でものごとをとら
えられるように配慮されている。

● 日本各地域の伝統や文化を多く扱い，その学習を通して我が国や郷土を愛する心を育めるよう構成されている。同時に，
他国のさまざまな文化にも目を向け，それらを尊重する態度を養えるよう配慮されている。

p.35　および
おもに
特色 2　p.11-22

学習指導要領の目標・内容の
趣旨に沿ったものであるか。

● 基本的に地理の学習指導要領の配列に沿っており，かつ歴史・公民の学習でも活用できる内容となっている。（詳細は本資
料 p.38「学習指導要領の項目に沿った編集上の特色」を参照）

p.38

各単元・見開きの分量は，ね
らいや発達段階に応じて偏り
なく適切で，系統性が考慮さ
れているか。

● 学習指導要領の地理的分野にあわせて，世界は州ごと，日本は地方ごとに構成されている。資料は地域の特色が偏らずに
理解できるように題材が選定されている。また，表現も通常の地図に加え，積極的に鳥瞰表現が多用され，内容が焦点化
されて理解しやすくなっている。

● 世界の州，日本の地方はいずれも，地域の特色を具体的に読みとれるよう「一般図」→「概観図（ながめてみよう）」→「資
料図」という配列で構成されている。

● 世界の一般図は世界全州，日本の一般図は日本全地方を網羅し，資料図は，世界・日本とも概観図「ながめてみよう」が
設けられるなど，各地域・地方の特色を具体的に読み取れる資料が掲載されている。

おもに
特色 1　p.1-10
特色 2　p.11-22
おもに
特色 1　p.1-10
特色 2　p.11-22
おもに
特色 6　p.33-34

内容の程度・範囲・及び文章は，
生徒の発達段階から見て適切
か。

● 地図中の文字に，国語で学習する “ とめ ”“ はね ”“ はらい ”などが正しい字形となる書体が用いられている。
● 地図中の地名の漢字には，すべてふりがなが付され，正しく読めるよう配慮されている。
● 学習上とくに重要な「国名」「首都名」には欧文が併記され，国際化への対応ができている。
● 「国名」や「首都名」，「都道府県名」や「都道府県庁所在地」など，学習上重要な地名は大きく太い文字で記載され，他

の地名よりも目立つように配慮されている。
● 日本の一般図の記載要素のうち，産物や環境に関するものは絵記号が用いられ，文字要素と区別することで読み取りやす

く表されている。

おもに
特色 6　p.33-34

おもに
特色 1　p.1-10

学習を効果的かつ効率的に進
めるための工夫はされている
か。

● 学習上重点が置かれる中国，ヨーロッパ，北アメリカには，生活，産業，著名な建築物などのイラストを配した見開きの
大鳥瞰図があり，地域の特色を視覚的にとらえられるよう工夫がなされている。

● 日本の拡大図（地方別地図）は，九州，中国，四国，近畿，中部，関東，東北，北海道の八地方に区分され，各地方のよ
うすが読み取れるよう，100 万分の 1の縮尺で統一されている。

● 幅広の判型（AB 判）を生かし，地域を学ぶ際に最も適切な図取りとなるよう配慮されている。
● 世界・日本の一般図ページの左端に，州名・地方名を記したインデックスが設けられ，生徒が探しやすいよう配慮されている。
● 世界・日本の中でどのあたりに位置するか一目でわかるよう，位置図がほぼすべての地図に掲載されている。

おもに
特色 1　p.1-10

内
容
の
扱
い

基礎的・基本的な知識，概念
や技能を確実に習得でき，学
力向上に寄与するよう配慮さ
れているか。

● 地図帳の構成や，方位，地図記号，縮尺，さくいんの使い方など，地図帳の基本的な見方・使い方がわかりやすく解説された「地
図帳の使い方」ページが巻頭に設けられている。

● 実際の地形図を取り上げ，作業を通して地形図の見方が身につけられるコーナーが設けられている。（p.8）
● 地図活用の技能が身につくよう，地図の着眼点を示したコーナー「地図を見る目」，地図から読み取る学習活動や，言語活

動を促すコーナー「やってみよう」が随所に設けられている。

おもに
特色 5　p.31-32

生徒の興味・関心を喚起させ，
主体的に学習に取り組む態度
を形成できるように配慮され
ているか。

● 学習上重点が置かれる中国，ヨーロッパ，北アメリカには，生活，産業，著名な建築物などのイラストを配した見開きの
大鳥瞰図が設けられ，生徒の興味関心を喚起させる工夫がなされている。

● 随所に修学旅行などの研修学習で活用できる資料が掲載され，主体的に地図帳を活用できるよう配慮されている。
● 地図の使い方のページには，生徒にとって親しみやすい中学生のキャラクターが配され，気づきや学習の手がかりなどを

提示することで，主体的に学習へ取り組める配慮がなされている。

おもに
特色 1　p.1-10
おもに
特色 3　p.23-26
おもに
特色 5　p.31-32

正確かつ公正であり，多面的・
多角的に考察することで社会
的な見方や考え方の基礎を養
えるよう配慮がなされている
か。

● 学習指導要領地理的分野の，世界の諸地域学習における「主題」および日本の諸地域学習における「考察の仕方（○○を
中核とした考察）」について，授業の実態に応じた幅広い学習に対応できるように，また地域の特色が偏らずに理解できる
ように，多面的・多角的に資料が選定されている。

● 地理的分野だけでなく，歴史的分野，公民的分野でも幅広く活用できるような資料が盛り込まれている。（詳細は本資料 p.38
「学習指導要領の項目に沿った編集上の特色」を参照）

● 地名のさくいんは，日本ではすべての市町村名が取り上げられ，さらに，「町」（ちょう，まち），「村」（むら，そん）の読
みまでわかるよう正確性を高めるための配慮がなされている。

おもに
特色 2　p.11-22
p.38
おもに
特色 5　p.31-32

小学校との接続や関連に関し
て，どのように配慮されてい
るか。

● 小学校で身につけた技能を生かせるよう「地図帳の使い方」が具体的に示されている。
● 小学校からの接続が円滑に進められるよう，鳥瞰図などの親しみやすい表現の地図が掲載されている。

おもに
特色 2　p.11-22
特色 5　p.31-32

学
習
活
動

「見通し・振り返り学習活動」
に配慮されているか。

● 世界・日本ともに，各地域の自然環境や文化，人々の生活や産業のようすなどを大づかみにとらえられる概観図「ながめ
てみよう」があり，地域の学習を見通すことができるようになっている。

● 地図の着眼点を示したコーナー「地図を見る目」，地図から読み取る学習活動や，言語活動を促すコーナー「やってみよう」
が随所に設けられ，学習内容を端的に理解できるとともに，復習でも内容の振り返りができるようになっている。

おもに
特色 1　p.1-10
特色 5　p.31-32

「習得」「活用」「探究」の学習
活動を展開できるような内容
の質・量の充実がなされてい
るか。

● 地図活用の技能や着眼点が身につくよう，地図の着眼点を示したコーナー「地図を見る目」，地図から読み取る学習活動や，
言語活動を促すコーナー「やってみよう」が随所に設けられている。

● 世界の州，日本の地方はいずれも，地域の特色を具体的に読み取れるよう「一般図」→「概観図（ながめてみよう）」→「資
料図」という配列で構成されている。

おもに
特色 1　p.1-10
特色 2　p.11-22
特色 5　p.31-32

※表データは弊社ホームページに掲載しています。 ※表データは弊社ホームページに掲載しています。

教育基本法第 2条 『中学校社会科地図』における教育基本法との対応 本 解 説 書 で の
特色と掲載ページ

第1号　　幅広い知識と教養を身に付
け，真理を求める態度を培い，豊かな
情操と道徳心を養うとともに，健やか
な身体を養うこと。

● 日本とかかわりの深い東アジア・ヨーロッパ・アメリカ合衆国では大きな鳥瞰図を設け，興味・関心をもって学
習に入れるよう配慮した。（p.25-26，51-52，63-64 など）

● 自然や産業，文化などの基本的な特色が概観できる図「ながめてみよう」を世界の州，日本の地方ごとに掲載し，
地域について興味・関心を高められるようにした。（世界：p.43 など，日本：p.85 など）

● 臨海部の再開発のようすなど，地域の新しい資料を盛り込むことで，地域の変化のようすをとらえられるように
した。（p.121-122，125，153 など）

● 日本・世界の自然，産業，歴史など，さまざまな情報を地図上に掲載し，空間認識をともなった幅広い知識や
教養が身につくようにした。さらに，等高線を入れたり，土地利用表現にしたりすることにより，土地の高さや
各地のくらしのようすを読み取れるよう配慮した。（全体）

● 地図帳を活用するための方法や，地形図を読み取るための具体的な手順を示すことで，地図帳活用の技能や，
地形図の読図力を身につけられるように配慮した。（p.5-8）

● 同縮尺の図を複数用意し，各図の要素を比較したり，重ね合わせたりしながら，学習を深められように配慮した。
（p.22，27-28，86 など）

おもに

特色 1 p.7-10

特色 2 p.11-22

第 2号　　個人の価値を尊重して，そ
の能力を伸ばし，創造性を培い，自主
及び自律の精神を養うとともに，職業
及び生活との関連を重視し，勤労を重
んずる態度を養うこと。

●色覚特性のある生徒にも地図や資料が読み取りやすいよう，地図ページ中の国名・都道府県名の赤文字には，
黒色で縁取りをした。また国や県毎に塗り分ける色や，グラフ等の色にも配慮し，混同しにくい配色とした。こ
のほか，土地利用表現においては，格子模様や地紋などを入れて似た色の識別がしやすくなるようにした。（全体）

●「地図をみる目（全34か所）」，「やってみよう（全45か所）」などの学習課題を随所に設け，生徒自身の努力に
よって地図を読み取る力を身につけられるように配慮した。（全体）

● 地図帳を活用するための方法や，地形図を読み取るための具体的な手順を示すことで，地図帳活用の技能や，
地形図の読図力を身につけられるように配慮した。（p.5-8）

● 統計資料やさくいんを充実させ，学校の授業以外においても生徒自らが調べ・活用できるように配慮した。
（p.156-164）

特色 5 p.31-32

特色 6 p.33-34

第 3号　　正義と責任，男女の平等，
自他の敬愛と協力を重んずるととも
に，公共の精神に基づき，主体的に社
会の形成に参画し，その発展に寄与す
る態度を養うこと。

●人権教育や異文化理解にもつながるよう，言語，宗教，民族などの資料を掲載した。（p.17-18，49，137 など）

● 少子化・高齢化や資源・エネルギー問題など，現在の社会が直面する課題についての資料を掲載し，公共の精神や，
社会の参画に対しての意識を高められるようにした。（p.145-148 など）

● 日本全体の災害と防災に関するページや各地の防災への取り組みを紹介した資料図を新設した。災害の種類や
分布の理解だけでなく，地形図やハザードマップの見方を身につけることで，地域社会の一員として防災への意
識を高められるようにした。（p.143-144，128 ③など）

●「この地図帳の使い方」，「各国語のあいさつの例」に掲載した生徒のキャラクターは，男女の比率がほぼ等し
くなるようにした。（p.5-7，17-18）

● 日本の政治・経済に関心を持ち，公民的分野でも活用できるよう，霞が関の地図を掲載した。（p.120 ③）

特色 2 p.13-22

特色 4 p.27-28

第 4号　　生命を尊び，自然を大切に
し，環境の保全に寄与する態度を養う
こと。

● 環境問題にかかわる特設ページを設け，世界で起こっている環境問題の現状，原因，対策を取り上げた。（p.13-14）

●「世界自然遺産」，「ラムサール条約登録湿地」，「貴重な動物・植物」の記号を地図中に記載し，世界規模で保
全がなされている自然環境への関心を高められるようにした。（全体）

● 世界・日本各地の環境に関する資料を随所に取り上げ，環境問題への関心を高められるようにした。（p.35 ③，
112 ⑥など）

● 日本の地形や世界自然遺産，国立公園，世界ジオパークなどの分布がわかる図を集めたページを作成し，日本
の自然環境についての基礎的知識が身につくようにした。（p.139-140）

特色 1 p.9-10

特色 2 p.13-22

第 5号　　伝統と文化を尊重し，それ
らをはぐくんできた我が国と郷土を愛
するとともに，他国を尊重し，国際社
会の平和と発展に寄与する態度を養う
こと。

● 世界文化遺産に登録された富士山のようすとそれにかかわる文化がわかる資料を掲載した。（p.110 ②③）

● 日本の各地に伝わる伝統・文化に関する資料図を設けた。（p.155）

● 世界文化遺産や歴史的建造物が多い京都と奈良，さらに，江戸時代の主要な街道の多くが通る本州中央部に
は鳥瞰図を設けた。（p.95 ②，103-104）

● 各地に根づいた伝統的工芸品や，日本国内の「世界文化遺産」を記載し，日本の文化への関心が高まるようにした。
（p.75-155 など）

● 北方領土，竹島，尖閣諸島について，写真付きで取り上げて，日本固有の領土であることを明記した。（p.75-77，
p.78-80）

● 日本の領土や排他的経済水域を見開きの地図で大きく掲載した。また，東西南北端の島については写真と地図
を併置してわかりやすく示した。（p.175-176）

● 世界の宗教や料理など，世界の文化を紹介する資料を掲載した。（p.15-16，17-18）

● 多文化共生の視点からすべての国の国旗を掲載し，国旗への関心が高められるようにした。（p.24，34，37，
41，45，55，58，66，70，73）

● 世界各地と日本とのつながりを示した特設資料「日本との結びつき」を随所に設け，国際社会に関心をもてるよ
う配慮した。（p.28 ⑨，53 ④など全 10 か所）

● 平和学習でも活用できるよう，長崎市と広島市の地図を掲載した。（p.86 ⑤，91 ②）

おもに

巻頭 p.1-2

特色 2 p.13-22

特色 3 p.23-26

特色 4 p.27-28
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教育基本法との関連が十分に
図られているか。

● 教育基本法第 1 条の目標及び教育基本法第 2 条第 1 ～ 5 号に示された内容について，社会科の目標や学習内容と関わらせ
た指導を効果的に行うことができるように構成されている（詳細は本資料 p.35「教育基本法との対応」を参照）。

● 国土理解及び国際理解のために，日本・世界各地域における自然環境，人口，産業などを，最新の状況もふまえて掲載し，
幅広い知識と教養を身につけ，真理を求める態度を養えるよう配慮されている。

● 農林水産業・鉱工業などが読み取れる図版を多数掲載し，自主・自律の精神や勤労を重んじ，主体的に社会の形成に参画
する態度を養えるよう配慮されている。

● 日本・世界の諸地域の学習を通して，多様な立場や考え方があることを認識し，多面的・多角的な視点でものごとをとら
えられるように配慮されている。

● 日本各地域の伝統や文化を多く扱い，その学習を通して我が国や郷土を愛する心を育めるよう構成されている。同時に，
他国のさまざまな文化にも目を向け，それらを尊重する態度を養えるよう配慮されている。

p.35　および
おもに
特色 2　p.11-22

学習指導要領の目標・内容の
趣旨に沿ったものであるか。

● 基本的に地理の学習指導要領の配列に沿っており，かつ歴史・公民の学習でも活用できる内容となっている。（詳細は本資
料 p.38「学習指導要領の項目に沿った編集上の特色」を参照）

p.38

各単元・見開きの分量は，ね
らいや発達段階に応じて偏り
なく適切で，系統性が考慮さ
れているか。

● 学習指導要領の地理的分野にあわせて，世界は州ごと，日本は地方ごとに構成されている。資料は地域の特色が偏らずに
理解できるように題材が選定されている。また，表現も通常の地図に加え，積極的に鳥瞰表現が多用され，内容が焦点化
されて理解しやすくなっている。

● 世界の州，日本の地方はいずれも，地域の特色を具体的に読みとれるよう「一般図」→「概観図（ながめてみよう）」→「資
料図」という配列で構成されている。

● 世界の一般図は世界全州，日本の一般図は日本全地方を網羅し，資料図は，世界・日本とも概観図「ながめてみよう」が
設けられるなど，各地域・地方の特色を具体的に読み取れる資料が掲載されている。

おもに
特色 1　p.1-10
特色 2　p.11-22
おもに
特色 1　p.1-10
特色 2　p.11-22
おもに
特色 6　p.33-34

内容の程度・範囲・及び文章は，
生徒の発達段階から見て適切
か。

● 地図中の文字に，国語で学習する “ とめ ”“ はね ”“ はらい ”などが正しい字形となる書体が用いられている。
● 地図中の地名の漢字には，すべてふりがなが付され，正しく読めるよう配慮されている。
● 学習上とくに重要な「国名」「首都名」には欧文が併記され，国際化への対応ができている。
● 「国名」や「首都名」，「都道府県名」や「都道府県庁所在地」など，学習上重要な地名は大きく太い文字で記載され，他

の地名よりも目立つように配慮されている。
● 日本の一般図の記載要素のうち，産物や環境に関するものは絵記号が用いられ，文字要素と区別することで読み取りやす

く表されている。

おもに
特色 6　p.33-34

おもに
特色 1　p.1-10

学習を効果的かつ効率的に進
めるための工夫はされている
か。

● 学習上重点が置かれる中国，ヨーロッパ，北アメリカには，生活，産業，著名な建築物などのイラストを配した見開きの
大鳥瞰図があり，地域の特色を視覚的にとらえられるよう工夫がなされている。

● 日本の拡大図（地方別地図）は，九州，中国，四国，近畿，中部，関東，東北，北海道の八地方に区分され，各地方のよ
うすが読み取れるよう，100 万分の 1の縮尺で統一されている。

● 幅広の判型（AB 判）を生かし，地域を学ぶ際に最も適切な図取りとなるよう配慮されている。
● 世界・日本の一般図ページの左端に，州名・地方名を記したインデックスが設けられ，生徒が探しやすいよう配慮されている。
● 世界・日本の中でどのあたりに位置するか一目でわかるよう，位置図がほぼすべての地図に掲載されている。

おもに
特色 1　p.1-10

内
容
の
扱
い

基礎的・基本的な知識，概念
や技能を確実に習得でき，学
力向上に寄与するよう配慮さ
れているか。

● 地図帳の構成や，方位，地図記号，縮尺，さくいんの使い方など，地図帳の基本的な見方・使い方がわかりやすく解説された「地
図帳の使い方」ページが巻頭に設けられている。

● 実際の地形図を取り上げ，作業を通して地形図の見方が身につけられるコーナーが設けられている。（p.8）
● 地図活用の技能が身につくよう，地図の着眼点を示したコーナー「地図を見る目」，地図から読み取る学習活動や，言語活

動を促すコーナー「やってみよう」が随所に設けられている。

おもに
特色 5　p.31-32

生徒の興味・関心を喚起させ，
主体的に学習に取り組む態度
を形成できるように配慮され
ているか。

● 学習上重点が置かれる中国，ヨーロッパ，北アメリカには，生活，産業，著名な建築物などのイラストを配した見開きの
大鳥瞰図が設けられ，生徒の興味関心を喚起させる工夫がなされている。

● 随所に修学旅行などの研修学習で活用できる資料が掲載され，主体的に地図帳を活用できるよう配慮されている。
● 地図の使い方のページには，生徒にとって親しみやすい中学生のキャラクターが配され，気づきや学習の手がかりなどを

提示することで，主体的に学習へ取り組める配慮がなされている。

おもに
特色 1　p.1-10
おもに
特色 3　p.23-26
おもに
特色 5　p.31-32

正確かつ公正であり，多面的・
多角的に考察することで社会
的な見方や考え方の基礎を養
えるよう配慮がなされている
か。

● 学習指導要領地理的分野の，世界の諸地域学習における「主題」および日本の諸地域学習における「考察の仕方（○○を
中核とした考察）」について，授業の実態に応じた幅広い学習に対応できるように，また地域の特色が偏らずに理解できる
ように，多面的・多角的に資料が選定されている。

● 地理的分野だけでなく，歴史的分野，公民的分野でも幅広く活用できるような資料が盛り込まれている。（詳細は本資料 p.38
「学習指導要領の項目に沿った編集上の特色」を参照）

● 地名のさくいんは，日本ではすべての市町村名が取り上げられ，さらに，「町」（ちょう，まち），「村」（むら，そん）の読
みまでわかるよう正確性を高めるための配慮がなされている。

おもに
特色 2　p.11-22
p.38
おもに
特色 5　p.31-32

小学校との接続や関連に関し
て，どのように配慮されてい
るか。

● 小学校で身につけた技能を生かせるよう「地図帳の使い方」が具体的に示されている。
● 小学校からの接続が円滑に進められるよう，鳥瞰図などの親しみやすい表現の地図が掲載されている。

おもに
特色 2　p.11-22
特色 5　p.31-32

学
習
活
動

「見通し・振り返り学習活動」
に配慮されているか。

● 世界・日本ともに，各地域の自然環境や文化，人々の生活や産業のようすなどを大づかみにとらえられる概観図「ながめ
てみよう」があり，地域の学習を見通すことができるようになっている。

● 地図の着眼点を示したコーナー「地図を見る目」，地図から読み取る学習活動や，言語活動を促すコーナー「やってみよう」
が随所に設けられ，学習内容を端的に理解できるとともに，復習でも内容の振り返りができるようになっている。

おもに
特色 1　p.1-10
特色 5　p.31-32

「習得」「活用」「探究」の学習
活動を展開できるような内容
の質・量の充実がなされてい
るか。

● 地図活用の技能や着眼点が身につくよう，地図の着眼点を示したコーナー「地図を見る目」，地図から読み取る学習活動や，
言語活動を促すコーナー「やってみよう」が随所に設けられている。

● 世界の州，日本の地方はいずれも，地域の特色を具体的に読み取れるよう「一般図」→「概観図（ながめてみよう）」→「資
料図」という配列で構成されている。

おもに
特色 1　p.1-10
特色 2　p.11-22
特色 5　p.31-32

※表データは弊社ホームページに掲載しています。 ※表データは弊社ホームページに掲載しています。

教育基本法第 2条 『中学校社会科地図』における教育基本法との対応 本 解 説 書 で の
特色と掲載ページ

第1号　　幅広い知識と教養を身に付
け，真理を求める態度を培い，豊かな
情操と道徳心を養うとともに，健やか
な身体を養うこと。

● 日本とかかわりの深い東アジア・ヨーロッパ・アメリカ合衆国では大きな鳥瞰図を設け，興味・関心をもって学
習に入れるよう配慮した。（p.25-26，51-52，63-64 など）

● 自然や産業，文化などの基本的な特色が概観できる図「ながめてみよう」を世界の州，日本の地方ごとに掲載し，
地域について興味・関心を高められるようにした。（世界：p.43 など，日本：p.85 など）

● 臨海部の再開発のようすなど，地域の新しい資料を盛り込むことで，地域の変化のようすをとらえられるように
した。（p.121-122，125，153 など）

● 日本・世界の自然，産業，歴史など，さまざまな情報を地図上に掲載し，空間認識をともなった幅広い知識や
教養が身につくようにした。さらに，等高線を入れたり，土地利用表現にしたりすることにより，土地の高さや
各地のくらしのようすを読み取れるよう配慮した。（全体）

● 地図帳を活用するための方法や，地形図を読み取るための具体的な手順を示すことで，地図帳活用の技能や，
地形図の読図力を身につけられるように配慮した。（p.5-8）

● 同縮尺の図を複数用意し，各図の要素を比較したり，重ね合わせたりしながら，学習を深められように配慮した。
（p.22，27-28，86 など）

おもに

特色 1 p.7-10

特色 2 p.11-22

第 2号　　個人の価値を尊重して，そ
の能力を伸ばし，創造性を培い，自主
及び自律の精神を養うとともに，職業
及び生活との関連を重視し，勤労を重
んずる態度を養うこと。

●色覚特性のある生徒にも地図や資料が読み取りやすいよう，地図ページ中の国名・都道府県名の赤文字には，
黒色で縁取りをした。また国や県毎に塗り分ける色や，グラフ等の色にも配慮し，混同しにくい配色とした。こ
のほか，土地利用表現においては，格子模様や地紋などを入れて似た色の識別がしやすくなるようにした。（全体）

●「地図をみる目（全34か所）」，「やってみよう（全45か所）」などの学習課題を随所に設け，生徒自身の努力に
よって地図を読み取る力を身につけられるように配慮した。（全体）

● 地図帳を活用するための方法や，地形図を読み取るための具体的な手順を示すことで，地図帳活用の技能や，
地形図の読図力を身につけられるように配慮した。（p.5-8）

● 統計資料やさくいんを充実させ，学校の授業以外においても生徒自らが調べ・活用できるように配慮した。
（p.156-164）

特色 5 p.31-32

特色 6 p.33-34

第 3号　　正義と責任，男女の平等，
自他の敬愛と協力を重んずるととも
に，公共の精神に基づき，主体的に社
会の形成に参画し，その発展に寄与す
る態度を養うこと。

●人権教育や異文化理解にもつながるよう，言語，宗教，民族などの資料を掲載した。（p.17-18，49，137 など）

● 少子化・高齢化や資源・エネルギー問題など，現在の社会が直面する課題についての資料を掲載し，公共の精神や，
社会の参画に対しての意識を高められるようにした。（p.145-148 など）

● 日本全体の災害と防災に関するページや各地の防災への取り組みを紹介した資料図を新設した。災害の種類や
分布の理解だけでなく，地形図やハザードマップの見方を身につけることで，地域社会の一員として防災への意
識を高められるようにした。（p.143-144，128 ③など）

●「この地図帳の使い方」，「各国語のあいさつの例」に掲載した生徒のキャラクターは，男女の比率がほぼ等し
くなるようにした。（p.5-7，17-18）

● 日本の政治・経済に関心を持ち，公民的分野でも活用できるよう，霞が関の地図を掲載した。（p.120 ③）

特色 2 p.13-22

特色 4 p.27-28

第 4号　　生命を尊び，自然を大切に
し，環境の保全に寄与する態度を養う
こと。

● 環境問題にかかわる特設ページを設け，世界で起こっている環境問題の現状，原因，対策を取り上げた。（p.13-14）

●「世界自然遺産」，「ラムサール条約登録湿地」，「貴重な動物・植物」の記号を地図中に記載し，世界規模で保
全がなされている自然環境への関心を高められるようにした。（全体）

● 世界・日本各地の環境に関する資料を随所に取り上げ，環境問題への関心を高められるようにした。（p.35 ③，
112 ⑥など）

● 日本の地形や世界自然遺産，国立公園，世界ジオパークなどの分布がわかる図を集めたページを作成し，日本
の自然環境についての基礎的知識が身につくようにした。（p.139-140）

特色 1 p.9-10

特色 2 p.13-22

第 5号　　伝統と文化を尊重し，それ
らをはぐくんできた我が国と郷土を愛
するとともに，他国を尊重し，国際社
会の平和と発展に寄与する態度を養う
こと。

● 世界文化遺産に登録された富士山のようすとそれにかかわる文化がわかる資料を掲載した。（p.110 ②③）

● 日本の各地に伝わる伝統・文化に関する資料図を設けた。（p.155）

● 世界文化遺産や歴史的建造物が多い京都と奈良，さらに，江戸時代の主要な街道の多くが通る本州中央部に
は鳥瞰図を設けた。（p.95 ②，103-104）

● 各地に根づいた伝統的工芸品や，日本国内の「世界文化遺産」を記載し，日本の文化への関心が高まるようにした。
（p.75-155 など）

● 北方領土，竹島，尖閣諸島について，写真付きで取り上げて，日本固有の領土であることを明記した。（p.75-77，
p.78-80）

● 日本の領土や排他的経済水域を見開きの地図で大きく掲載した。また，東西南北端の島については写真と地図
を併置してわかりやすく示した。（p.175-176）

● 世界の宗教や料理など，世界の文化を紹介する資料を掲載した。（p.15-16，17-18）

● 多文化共生の視点からすべての国の国旗を掲載し，国旗への関心が高められるようにした。（p.24，34，37，
41，45，55，58，66，70，73）

● 世界各地と日本とのつながりを示した特設資料「日本との結びつき」を随所に設け，国際社会に関心をもてるよ
う配慮した。（p.28 ⑨，53 ④など全 10 か所）

● 平和学習でも活用できるよう，長崎市と広島市の地図を掲載した。（p.86 ⑤，91 ②）

おもに

巻頭 p.1-2

特色 2 p.13-22

特色 3 p.23-26

特色 4 p.27-28
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③ 学習指導要領の項目に沿った編集上の特色
学習指導要領の内容 構成・内容の特色 本解説書での

特色と掲載ページ

地
理
的
分
野

分野全体を通して

● 充実した世界の地図，資料図から，世界に関する地理的認識が深められる。また，さまざまな地域の事象を示した日本の地図，資料図から，
国土理解が深まり，地域的特色が動態的にとらえられる。資料は地域の特色が偏らずに理解できるよう，さまざまな題材が選定されている。

（全体）
● 地図帳の使い方，地形図の読み方が身につけられる（p.5-8）。また，要所に配された問いかけから，地図の読み取りなどの地理的技能が習
得できる。（全体）

特色１
p.5 ｰ 10
特色2
p.11 ｰ 22
特色4
p.27 ｰ 30

（１）世界の様々な地域
　　ア　世界の地域構成

● 世界の大陸や海の分布，国々の位置関係などが大きく掲載され詳細にとらえられる。（p.9-18）

　　イ　世界各地の人々の
　　　　生活と環境

● 世界各地の人々の生活と環境について具体的でイメージしやすい世界の分布図が豊富に掲載されている。（p.9-18）
● 各地域に掲載された資料図で，諸地域の特色が理解できる。（p.19-74）

　　ウ　世界の諸地域
　　エ　 世界の様々な地域

の調査

● 世界各地域の自然環境や文化，人々の生活や産業のようすなどをとらえられる概観図「ながめてみよう」が設けられている。
● 気候，人口密度，言語，産業，日本との結びつきに関する資料が州ごとに豊富に掲載されている。
● 世界地図は土地の起伏がとらえられるように，黄緑色と茶色で高さごとに色分けした等高段彩表現が用いられている。等高線も記載され
ており，見分けやすくなってる。

● 州ごとの世界の地誌学習に対応し，世界各州の基本図が設けられている。アジア州およびアフリカ州については，各州をより大きくとら
えられるように基本図の図取りと縮尺が工夫されている。

● 世界全体の資料図や統計などの資料から世界の各地域の特色を多面的にとらえられる（p.139 ｰ 173）。
● その国の成立背景や，信条などが見えてくる国旗が，世界196か国全て掲載されている（全体）。

（２）日本の地域構成
　　ア　日本の地域構成

● 我が国の国土の位置や世界との時差などが大きく掲載され，詳細にとらえられる。（p.1 ｰ 3）
● 我が国の国土の位置や領域，地方区分が大きく掲載され正しく理解できる。（p.175-176など）

　　イ　世界と比べた日本
　　　　の地域的特色

●（１）で世界の諸地域の多様性や地域的特色を大観した上で，世界と比べてみた日本の特色の理解に活用できる日本全体の資料図が豊富に
掲載されている。（p.9 ｰ 14，p.139 ｰ 155）

● 北方領土・択捉島から与那国島までが入る３ページ大の地図（400万分の１）２枚でカバーされ，途切れることなく日本列島が見わたせる。

　　ウ　日本の諸地域

● 日本各地方の自然環境や文化・生活・産業のようすなどをとらえられる概観図「ながめてみよう」が設けられている。さらに基本となる
気候や産業に関する資料，地域のようすが具体的にわかる鳥瞰図などが豊富に掲載されている。

● 日本の拡大図（地方別地図）は，九州，中国，四国，近畿，中部，関東，東北，北海道の八地方に区分され，各地方のようすが読み取れるよう，
100万分の1の縮尺で統一されている。また大都市の周辺部については，50万分の1で統一した都市圏図が設けられている。

● 国土理解につながるよう，地域のくらしや産業が見える土地利用表現と地形が見える等高段彩表現をあわせた地図表現となっている。等
高線も記載されており，陸高が見分けやすくなってる。

● 日本の一般図には，収量の顕著な農産物や，大きな工場，伝統的工芸品など，地域の産業のようすをより具体的にとらえられる「絵記号」
が多数掲載されている。

● 日本の都道府県や地方について，統計などの資料からその特徴が数値的にとらえられる。特に，都道府県別統計資料には地方別合計欄が
あり，地方どうしの比較ができるよう配慮されている。（p.156 ｰ 173）

　　エ　身近な地域の調査

● 地形図の見方が身につけられるコーナーが設けられている。（p.8）
● 平成の大合併によりなくなった旧市町村名は，全て「旧市町村・字」として記載されている。合併後も祭の名前や特産品に名称が残るなど，

地域にとって重要であることが考慮されている。
● 一般図に掲載された「絵記号」で，身近な地域の特色を端的に読み取れる。

歴
史
的
分
野

分野全体を通して
● 日本・世界の一般図に示された「重要な歴史地名・事項」，「おもな歴史地名・事項」から，我が国とそれに関連する世界の歴史を，現在

と重ねあわせてとらえられる。（p.75-138）

巻頭p.1ｰ2
特色2
p.11ｰ22
特色３
p.23ｰ26

（１）歴史のとらえ方 ● 日本の一般図に掲載された「歴史地名・事項」や地域の特色を示す資料図から，身近な地域の歴史への関心を高められる。（p.75 ｰ 138）

（２）古代までの日本
● 明日香村周辺に残る遺跡などの分布がわかる資料が掲載されている。（p.99④）
● 京都から奈良にかけての都や道，神社などの分布がわかる鳥瞰図が掲載されている。（p.95②）

（３）中世の日本 ● 古代からの大陸と日本とのかかわり，文化の影響などがとらえられる。（p.31 ｰ 32）

（４）近世の日本

● 鳥瞰図「本州中央部」では，江戸時代の五街道とその全宿場が掲載されている。産業の発達に伴い五街道などで各地が結ばれ，地域の特
産品が全国に流通するようすがとらえられる。（p.103 ｰ 104）

● 江戸時代の東京（p.120②）や大阪（p.99②）の地図が設けられ，政治，経済，文化の中心となっていたようすが読み取れる。
● マゼランやコロンブスなど，大航海時代の著名な人物の航路がわかる。（p.72，p.73-74）

（５）近代の日本と世界

● アメリカ合衆国の独立や国土の拡大のようすがわかる。（p.63②）
● 日本の製糸業の拠点の一つであった昭和初期の諏訪湖周辺のようすがわかる。（p.113③）
● 20世紀のヨーロッパの国境の変遷がわかる。（p.45②）
● 第二次世界大戦中のアジアのようすがわかる。（p.19②）

（６）現代の日本と世界
● アフリカの独立の経過がわかる。（p.44④）
● 現在の民族問題や領土問題に関する資料が掲載されている。（p.44⑤など）
● グローバル化によって世界中の交通や経済が結びつくようすがわかる。（p.149①，p.153①ほか）

公
民
的
分
野

分野全体を通して ● 世界の地図や資料図から，世界全体や諸地域の課題を把握し，国際協調の取り組みの重要性を認識できる。（p.19-74）

おもに　
特色３
p.23-26

（１）私たちと現代社会
● 世界中のさまざまな宗教とその分布がわかる資料が掲載されている。（p.17②，p22④，p41②，p.49④など）
● 少子高齢化などの人口問題に関する資料が掲載されている。（p.145-146ほか）

（２）私たちと経済
● 関東地方の高速道路沿いの商業や流通業の集積がわかる資料が掲載されている。（p.126⑤⑥）
● ASEAN諸国と日本の経済的な結びつきがわかる資料が掲載されている。（p.36⑥）
● 世界各地と日本の経済的な結びつきがみえる「日本との結びつき」の特設資料が掲載されている。（p.28⑨，p.53④など全10か所）

（３）私たちと政治
● 日本の政治の中心である霞が関周辺の官公庁の分布がわかる地図が掲載されている。（p.120③）
● 大都市におけるマス=メディアや大使館などの集積がわかる資料が掲載されている。（p.121-122）

（４） 私たちと国際社会の諸
課題

● 世界の文化や宗教の多様性が理解でき，国際協調について考えることができる。（p.15 ｰ 16，p.17 ｰ 18）
● 紛争地域やさまざまな問題を抱える世界各国の状況から，国家間の相互理解と協力，国際機構の重要性についてとらえられる。（p.75 ｰ 138）
● 世界や日本の環境問題がわかる資料が掲載されている。（p.13-14）
● 世界や日本の資源・エネルギーに関する資料が掲載されている。（p41③，p.44⑦，p147-148など）
● 日本の領土・領域がわかる図が掲載されている。（p.175-176）
● 紛争が続くイスラエル・パレスチナをはじめ，各地の紛争について考察できる資料が掲載されている。（p.37②，p44⑤など）

※表データは弊社ホームページに掲載しています。
観点 観点の内容 本 書 の 特 色 本解説書での

特色と掲載ページ

学
習
活
動

言語活動を充実し，思考力・
判断力・表現力を育くむよう
配慮されているか。

● 資料図は，他国との重ね合わせや比較による説明に活用しやすいよう，可能なかぎり縮尺が統一されている。
● 世界の国々と日本の大きさや，緯度による位置関係の比較ができるように，世界地図には，随所に同緯度・同縮尺の日本
地図が掲載されている，

● 巻末にまとめて掲載された統計資料は，地方別，項目別に色分けがなされ，数値的に地域の特色や差異をとらえやすく配
慮されている。また，統計をより有効に活用できるよう，上位国・上位県の数値が赤字で示されているほか，県別統計資
料には地方別合計欄があり，地方どうしの比較が容易に説明できるよう配慮されている。

● 随所に設けられた地図の着眼点を示したコーナー「地図を見る目」，地図から読み取る学習活動や，言語活動を促すコーナー
「やってみよう」が思考力が高められるように配慮されている。

おもに
特色 1　p.1-10
特色 5　p.31-32

「個に応じた指導」が展開でき
るよう，補充的な学習や発展
的学習，協働学習などへの配
慮や工夫がなされているか。

● 地図帳の構成や，方位，地図記号，縮尺，さくいんの使い方など，地図帳の見方・使い方がわかりやすく解説された「地
図帳の使い方」ページが巻頭に設けられている。

● 資料図では地域の特色が偏らずに理解できるよう，さまざまな題材が選定されている。そのため，教科書で取り扱われる
内容をより深めた地域の理解ができるようになっている。

● 授業内の協働学習の際に調べるための資料が全体を通じて豊富に掲載されている。

おもに
特色 5　p.31-32

生徒が家庭でも主体的に自学
自習できるように配慮されて
いるか。

● 生徒が家庭に持ち帰りやすいように，できるだけ軽い紙と軽量な製本様式が用いられている。
● 地図帳の構成や，方位，地図記号，縮尺，さくいんの使い方など，地図帳の基本的な見方・使い方が巻頭の「地図帳の使い方」

ページにわかりやすく解説されているため，自学自習の際の指針となる。
● 随所に設けられた地図の着眼点を示したコーナー「地図を見る目」，地図から読み取る学習活動や言語活動を促すコーナー
「やってみよう」が自学自習に役立つよう配慮されている。

おもに
特色 5　p.31-32

今
日
的
な
課
題
へ
の
対
応

「持続可能な社会」の実現に関
して，どのように配慮されて
いるか。

●「防災」「環境」「結びつき」のテーマを持たせた特設資料図が掲載されており，現在および将来の社会が直面する課題お
よび持続可能な社会について考えられるようになっている。

● 日本の各地方の概観図「ながめてみよう」および一般図に，各地方の伝統文化に関する絵記号が多数掲載され，伝統文化
の継承と発展について考えられるようになっている。

● 日本の生活・文化の例として，「伝統的な町なみの保存」「さまざまな郷土料理」の資料が地図と豊富な写真で掲載されている。
（p.155 ①②）

おもに
特色 2　p.11-22

環境教育に関して，どのよう
に配慮されているか。

● 後世に残したい日本の貴重な自然環境の例として，国立公園，世界自然遺産，世界ジオパークを取り上げていて，日本全
国に広く分布しているようすがとらえられるよう工夫されている。（p.139-140 ②③）

● 世界の環境問題が分布図と写真で取り上げられている。（p.13-14）
● 世界・日本の地域資料図には，「環境」マーク付きの各地域の環境を考えられる資料が多数掲載されている。

おもに
特色 2　p.11-22

防災に関して，どのように配
慮されているか。

●「日本の災害と防災」の特設ページが組まれている。日本に起こりやすい災害の状況と，それに対する対策が理解できるよう，
ハザードマップと地形図の比較から，防災における地図の有用性を理解できるように工夫されている。（p.143-144）

● 日本の各地域資料図には，「防災」マークが付いた資料図が充実している。

おもに
特色 4　p.27-30

我が国の領域をめぐる問題へ
配慮されているか。

● 東西南北端を含めた日本の領土や，日本の広大な排他的経済水域をとらえられる図や，領土・領海・接続水域などの概念
が端的にとらえられる模式図が掲載されている。また，この図には正式国名が用いられている（例：日本国）。（p.175-176）

● 北方領土・竹島・尖閣諸島が写真付きで日本固有の領土であることが明記され，認識しやすくなっている。（p.75-80）

おもに
特色 4　p.27-30

人権教育の推進を図るための
工夫がされているか。

● 日本・世界の諸地域の多様な姿を通して，各地にはさまざまな立場や考え方があることを認識し，多様な価値観や文化に
対する理解と寛容な態度を育めるよう配慮されている。

● p.17-18 ①「さまざまな言語（公用語）」②「さまざまな宗教」，p.52 ヨーロッパの「国による経済格差」，p.137 ②「開拓
の歴史とアイヌ語地名」など人権の学習に活用できる資料が掲載されている。

おもに
特色 2　p.11-22

表
記
・
表
現

統計，挿絵，写真，図表等は
鮮 明， 正 確 か つ 適 切 で あ り，
相互の関連が図られるなど活
用するにあたり効果的である
か。

● 生徒の興味・関心を高め，地域の姿をより具体的にとらえられるように，鳥瞰図が多数掲載されている。
● 世界地図は黄緑色と茶色で，高さごとに色分けした等高段彩表現が用いられ，土地の起伏をとらえられるように工夫され

ている。
● 日本の地図表現では，国土理解につながるよう，地域のくらしや産業がわかる土地利用表現と，地形がわかる等高段彩表

現をあわせた地図表現になっている。
● 地形がとらえやすいよう，等高段彩表現にレリーフ（陰影）表現を合わせた立体感あふれる地図表現になっている。
● 資料図は，重ね合わせや比較がしやすいよう，縮尺を可能なかぎり統一されている。
● 世界の国々と日本の大きさや，緯度による位置関係の比較ができるよう，世界地図には，随所に同緯度・同縮尺の日本地

図が掲載されている。
● 他のページに関連した内容の資料図がある図版には，タイトルに参照ページが付記されている。

おもに
特色 1　p.1-10
特色 2　p.11-22

おもに
特色 2　p.11-22

カラーユニバーサルデザイン
への配慮が行われているか。

● 色覚に特性をもつ生徒でも色を判別して地図が読めるように，カラーユニバーサルデザインに取り組む団体と協力し，色
彩表現への工夫がなされている。

● 赤文字で記された都道府県名・国名については，読みやすいよう黒色で縁取りされている。また，読み取りにくい一部の
国名に関しては，さらに白で縁取りされている。

● 土地利用表現の色の下に模様（地紋）が入っており，色のちがいを判別しやすくしている。また，陸高の違いを読み取り
やすいように，うす緑色で等高線が加えられている。

おもに
特色 6　p.33-34

装
丁
等

紙質や印刷の鮮明度などは良
好で，使用上の利便性に配慮
がなされているか。

● 印刷は鮮明で，図 ･ 写真ともに細かな文字まで読み取りやすくなっている。
● 地図を美しく読み取りやすくするため，通常の印刷に緑色のインキを加えた５色刷りで印刷されている。
●紙は反射を抑えつつ鮮明に発色し，裏写りしない軽量なものが使用されているため，地図・写真が美しく鮮明に表現され

ている。

おもに
特色 6　p.33-34

造本は 3 年間の使用に耐える
か。生徒が使いやすい工夫が
なされているか。

● 表紙の材料は引き裂き，引っ張り，折りなどに強い用紙が使用されている。さらに，表面の摩耗・汚れを防ぐため，ポリ
プロピレンシートが貼られており，長期間の使用に耐えられる。

● 製本は，ページの落丁を防ぐために，糸かがりの方法が用いられるとともに，背に「寒冷紗」を巻いて強化し，3 年間の
使用に耐える丈夫な製本仕様になっている。

● 折り込みページの折り目部分がコーティングで補強され，折り込みページが切れ落ちることのないように配慮がなされて
いる。

おもに
特色 6　p.33-34

用紙・インキ等環境への配慮
がなされているか。

● 古紙および環境に優しいフレッシュパルプが用いられている。環境にやさしい植物油インキが使用され，環境保全への配
慮がなされている。

● 針金を使わない製本により，資源を節約すると同時に，リサイクルしやすくなっている。

おもに
特色 6　p.33-34

そ
の
他

特別支援教育に関わる適切な
配慮がなされているか。

● カラーユニバーサルデザインへの配慮がなされている（詳細は前述）。
● 各見開きのタイトルや凡例の位置などスタイルが統一され，読図がしやすいよう配慮されている。
● 反射を抑えた紙が用いられ，読み取りやすく配慮されている。

おもに
特色 6　p.33-34

サポート体制・周辺教材等は
どのようになっているか。

● 教師用指導書，デジタル教科書（指導者用・学習者用），拡大教科書，および地図帳を活用した作業を盛り込んだ準拠地理
ワークが平成 28 年 4 月までに発刊される予定となっている。

おもに
裏表紙
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※表データは弊社ホームページに掲載しています。

③ 学習指導要領の項目に沿った編集上の特色
学習指導要領の内容 構成・内容の特色 本解説書での

特色と掲載ページ

地
理
的
分
野

分野全体を通して

● 充実した世界の地図，資料図から，世界に関する地理的認識が深められる。また，さまざまな地域の事象を示した日本の地図，資料図から，
国土理解が深まり，地域的特色が動態的にとらえられる。資料は地域の特色が偏らずに理解できるよう，さまざまな題材が選定されている。

（全体）
● 地図帳の使い方，地形図の読み方が身につけられる（p.5-8）。また，要所に配された問いかけから，地図の読み取りなどの地理的技能が習
得できる。（全体）

特色１
p.5 ｰ 10
特色2
p.11 ｰ 22
特色4
p.27 ｰ 30

（１）世界の様々な地域
　　ア　世界の地域構成

● 世界の大陸や海の分布，国々の位置関係などが大きく掲載され詳細にとらえられる。（p.9-18）

　　イ　世界各地の人々の
　　　　生活と環境

● 世界各地の人々の生活と環境について具体的でイメージしやすい世界の分布図が豊富に掲載されている。（p.9-18）
● 各地域に掲載された資料図で，諸地域の特色が理解できる。（p.19-74）

　　ウ　世界の諸地域
　　エ　 世界の様々な地域

の調査

● 世界各地域の自然環境や文化，人々の生活や産業のようすなどをとらえられる概観図「ながめてみよう」が設けられている。
● 気候，人口密度，言語，産業，日本との結びつきに関する資料が州ごとに豊富に掲載されている。
● 世界地図は土地の起伏がとらえられるように，黄緑色と茶色で高さごとに色分けした等高段彩表現が用いられている。等高線も記載され
ており，見分けやすくなってる。

● 州ごとの世界の地誌学習に対応し，世界各州の基本図が設けられている。アジア州およびアフリカ州については，各州をより大きくとら
えられるように基本図の図取りと縮尺が工夫されている。

● 世界全体の資料図や統計などの資料から世界の各地域の特色を多面的にとらえられる（p.139 ｰ 173）。
● その国の成立背景や，信条などが見えてくる国旗が，世界196か国全て掲載されている（全体）。

（２）日本の地域構成
　　ア　日本の地域構成

● 我が国の国土の位置や世界との時差などが大きく掲載され，詳細にとらえられる。（p.1 ｰ 3）
● 我が国の国土の位置や領域，地方区分が大きく掲載され正しく理解できる。（p.175-176など）

　　イ　世界と比べた日本
　　　　の地域的特色

●（１）で世界の諸地域の多様性や地域的特色を大観した上で，世界と比べてみた日本の特色の理解に活用できる日本全体の資料図が豊富に
掲載されている。（p.9 ｰ 14，p.139 ｰ 155）

● 北方領土・択捉島から与那国島までが入る３ページ大の地図（400万分の１）２枚でカバーされ，途切れることなく日本列島が見わたせる。

　　ウ　日本の諸地域

● 日本各地方の自然環境や文化・生活・産業のようすなどをとらえられる概観図「ながめてみよう」が設けられている。さらに基本となる
気候や産業に関する資料，地域のようすが具体的にわかる鳥瞰図などが豊富に掲載されている。

● 日本の拡大図（地方別地図）は，九州，中国，四国，近畿，中部，関東，東北，北海道の八地方に区分され，各地方のようすが読み取れるよう，
100万分の1の縮尺で統一されている。また大都市の周辺部については，50万分の1で統一した都市圏図が設けられている。

● 国土理解につながるよう，地域のくらしや産業が見える土地利用表現と地形が見える等高段彩表現をあわせた地図表現となっている。等
高線も記載されており，陸高が見分けやすくなってる。

● 日本の一般図には，収量の顕著な農産物や，大きな工場，伝統的工芸品など，地域の産業のようすをより具体的にとらえられる「絵記号」
が多数掲載されている。

● 日本の都道府県や地方について，統計などの資料からその特徴が数値的にとらえられる。特に，都道府県別統計資料には地方別合計欄が
あり，地方どうしの比較ができるよう配慮されている。（p.156 ｰ 173）

　　エ　身近な地域の調査

● 地形図の見方が身につけられるコーナーが設けられている。（p.8）
● 平成の大合併によりなくなった旧市町村名は，全て「旧市町村・字」として記載されている。合併後も祭の名前や特産品に名称が残るなど，

地域にとって重要であることが考慮されている。
● 一般図に掲載された「絵記号」で，身近な地域の特色を端的に読み取れる。

歴
史
的
分
野

分野全体を通して
● 日本・世界の一般図に示された「重要な歴史地名・事項」，「おもな歴史地名・事項」から，我が国とそれに関連する世界の歴史を，現在

と重ねあわせてとらえられる。（p.75-138）

巻頭p.1ｰ2
特色2
p.11ｰ22
特色３
p.23ｰ26

（１）歴史のとらえ方 ● 日本の一般図に掲載された「歴史地名・事項」や地域の特色を示す資料図から，身近な地域の歴史への関心を高められる。（p.75 ｰ 138）

（２）古代までの日本
● 明日香村周辺に残る遺跡などの分布がわかる資料が掲載されている。（p.99④）
● 京都から奈良にかけての都や道，神社などの分布がわかる鳥瞰図が掲載されている。（p.95②）

（３）中世の日本 ● 古代からの大陸と日本とのかかわり，文化の影響などがとらえられる。（p.31 ｰ 32）

（４）近世の日本

● 鳥瞰図「本州中央部」では，江戸時代の五街道とその全宿場が掲載されている。産業の発達に伴い五街道などで各地が結ばれ，地域の特
産品が全国に流通するようすがとらえられる。（p.103 ｰ 104）

● 江戸時代の東京（p.120②）や大阪（p.99②）の地図が設けられ，政治，経済，文化の中心となっていたようすが読み取れる。
● マゼランやコロンブスなど，大航海時代の著名な人物の航路がわかる。（p.72，p.73-74）

（５）近代の日本と世界

● アメリカ合衆国の独立や国土の拡大のようすがわかる。（p.63②）
● 日本の製糸業の拠点の一つであった昭和初期の諏訪湖周辺のようすがわかる。（p.113③）
● 20世紀のヨーロッパの国境の変遷がわかる。（p.45②）
● 第二次世界大戦中のアジアのようすがわかる。（p.19②）

（６）現代の日本と世界
● アフリカの独立の経過がわかる。（p.44④）
● 現在の民族問題や領土問題に関する資料が掲載されている。（p.44⑤など）
● グローバル化によって世界中の交通や経済が結びつくようすがわかる。（p.149①，p.153①ほか）

公
民
的
分
野

分野全体を通して ● 世界の地図や資料図から，世界全体や諸地域の課題を把握し，国際協調の取り組みの重要性を認識できる。（p.19-74）

おもに　
特色３
p.23-26

（１）私たちと現代社会
● 世界中のさまざまな宗教とその分布がわかる資料が掲載されている。（p.17②，p22④，p41②，p.49④など）
● 少子高齢化などの人口問題に関する資料が掲載されている。（p.145-146ほか）

（２）私たちと経済
● 関東地方の高速道路沿いの商業や流通業の集積がわかる資料が掲載されている。（p.126⑤⑥）
● ASEAN諸国と日本の経済的な結びつきがわかる資料が掲載されている。（p.36⑥）
● 世界各地と日本の経済的な結びつきがみえる「日本との結びつき」の特設資料が掲載されている。（p.28⑨，p.53④など全10か所）

（３）私たちと政治
● 日本の政治の中心である霞が関周辺の官公庁の分布がわかる地図が掲載されている。（p.120③）
● 大都市におけるマス=メディアや大使館などの集積がわかる資料が掲載されている。（p.121-122）

（４） 私たちと国際社会の諸
課題

● 世界の文化や宗教の多様性が理解でき，国際協調について考えることができる。（p.15 ｰ 16，p.17 ｰ 18）
● 紛争地域やさまざまな問題を抱える世界各国の状況から，国家間の相互理解と協力，国際機構の重要性についてとらえられる。（p.75 ｰ 138）
● 世界や日本の環境問題がわかる資料が掲載されている。（p.13-14）
● 世界や日本の資源・エネルギーに関する資料が掲載されている。（p41③，p.44⑦，p147-148など）
● 日本の領土・領域がわかる図が掲載されている。（p.175-176）
● 紛争が続くイスラエル・パレスチナをはじめ，各地の紛争について考察できる資料が掲載されている。（p.37②，p44⑤など）

※表データは弊社ホームページに掲載しています。
観点 観点の内容 本 書 の 特 色 本解説書での

特色と掲載ページ

学
習
活
動

言語活動を充実し，思考力・
判断力・表現力を育くむよう
配慮されているか。

● 資料図は，他国との重ね合わせや比較による説明に活用しやすいよう，可能なかぎり縮尺が統一されている。
● 世界の国々と日本の大きさや，緯度による位置関係の比較ができるように，世界地図には，随所に同緯度・同縮尺の日本
地図が掲載されている，

● 巻末にまとめて掲載された統計資料は，地方別，項目別に色分けがなされ，数値的に地域の特色や差異をとらえやすく配
慮されている。また，統計をより有効に活用できるよう，上位国・上位県の数値が赤字で示されているほか，県別統計資
料には地方別合計欄があり，地方どうしの比較が容易に説明できるよう配慮されている。

● 随所に設けられた地図の着眼点を示したコーナー「地図を見る目」，地図から読み取る学習活動や，言語活動を促すコーナー
「やってみよう」が思考力が高められるように配慮されている。

おもに
特色 1　p.1-10
特色 5　p.31-32

「個に応じた指導」が展開でき
るよう，補充的な学習や発展
的学習，協働学習などへの配
慮や工夫がなされているか。

● 地図帳の構成や，方位，地図記号，縮尺，さくいんの使い方など，地図帳の見方・使い方がわかりやすく解説された「地
図帳の使い方」ページが巻頭に設けられている。

● 資料図では地域の特色が偏らずに理解できるよう，さまざまな題材が選定されている。そのため，教科書で取り扱われる
内容をより深めた地域の理解ができるようになっている。

● 授業内の協働学習の際に調べるための資料が全体を通じて豊富に掲載されている。

おもに
特色 5　p.31-32

生徒が家庭でも主体的に自学
自習できるように配慮されて
いるか。

● 生徒が家庭に持ち帰りやすいように，できるだけ軽い紙と軽量な製本様式が用いられている。
● 地図帳の構成や，方位，地図記号，縮尺，さくいんの使い方など，地図帳の基本的な見方・使い方が巻頭の「地図帳の使い方」

ページにわかりやすく解説されているため，自学自習の際の指針となる。
● 随所に設けられた地図の着眼点を示したコーナー「地図を見る目」，地図から読み取る学習活動や言語活動を促すコーナー
「やってみよう」が自学自習に役立つよう配慮されている。

おもに
特色 5　p.31-32

今
日
的
な
課
題
へ
の
対
応

「持続可能な社会」の実現に関
して，どのように配慮されて
いるか。

●「防災」「環境」「結びつき」のテーマを持たせた特設資料図が掲載されており，現在および将来の社会が直面する課題お
よび持続可能な社会について考えられるようになっている。

● 日本の各地方の概観図「ながめてみよう」および一般図に，各地方の伝統文化に関する絵記号が多数掲載され，伝統文化
の継承と発展について考えられるようになっている。

● 日本の生活・文化の例として，「伝統的な町なみの保存」「さまざまな郷土料理」の資料が地図と豊富な写真で掲載されている。
（p.155 ①②）

おもに
特色 2　p.11-22

環境教育に関して，どのよう
に配慮されているか。

● 後世に残したい日本の貴重な自然環境の例として，国立公園，世界自然遺産，世界ジオパークを取り上げていて，日本全
国に広く分布しているようすがとらえられるよう工夫されている。（p.139-140 ②③）

● 世界の環境問題が分布図と写真で取り上げられている。（p.13-14）
● 世界・日本の地域資料図には，「環境」マーク付きの各地域の環境を考えられる資料が多数掲載されている。

おもに
特色 2　p.11-22

防災に関して，どのように配
慮されているか。

●「日本の災害と防災」の特設ページが組まれている。日本に起こりやすい災害の状況と，それに対する対策が理解できるよう，
ハザードマップと地形図の比較から，防災における地図の有用性を理解できるように工夫されている。（p.143-144）

● 日本の各地域資料図には，「防災」マークが付いた資料図が充実している。

おもに
特色 4　p.27-30

我が国の領域をめぐる問題へ
配慮されているか。

● 東西南北端を含めた日本の領土や，日本の広大な排他的経済水域をとらえられる図や，領土・領海・接続水域などの概念
が端的にとらえられる模式図が掲載されている。また，この図には正式国名が用いられている（例：日本国）。（p.175-176）

● 北方領土・竹島・尖閣諸島が写真付きで日本固有の領土であることが明記され，認識しやすくなっている。（p.75-80）

おもに
特色 4　p.27-30

人権教育の推進を図るための
工夫がされているか。

● 日本・世界の諸地域の多様な姿を通して，各地にはさまざまな立場や考え方があることを認識し，多様な価値観や文化に
対する理解と寛容な態度を育めるよう配慮されている。

● p.17-18 ①「さまざまな言語（公用語）」②「さまざまな宗教」，p.52 ヨーロッパの「国による経済格差」，p.137 ②「開拓
の歴史とアイヌ語地名」など人権の学習に活用できる資料が掲載されている。

おもに
特色 2　p.11-22

表
記
・
表
現

統計，挿絵，写真，図表等は
鮮 明， 正 確 か つ 適 切 で あ り，
相互の関連が図られるなど活
用するにあたり効果的である
か。

● 生徒の興味・関心を高め，地域の姿をより具体的にとらえられるように，鳥瞰図が多数掲載されている。
● 世界地図は黄緑色と茶色で，高さごとに色分けした等高段彩表現が用いられ，土地の起伏をとらえられるように工夫され

ている。
● 日本の地図表現では，国土理解につながるよう，地域のくらしや産業がわかる土地利用表現と，地形がわかる等高段彩表

現をあわせた地図表現になっている。
● 地形がとらえやすいよう，等高段彩表現にレリーフ（陰影）表現を合わせた立体感あふれる地図表現になっている。
● 資料図は，重ね合わせや比較がしやすいよう，縮尺を可能なかぎり統一されている。
● 世界の国々と日本の大きさや，緯度による位置関係の比較ができるよう，世界地図には，随所に同緯度・同縮尺の日本地

図が掲載されている。
● 他のページに関連した内容の資料図がある図版には，タイトルに参照ページが付記されている。

おもに
特色 1　p.1-10
特色 2　p.11-22

おもに
特色 2　p.11-22

カラーユニバーサルデザイン
への配慮が行われているか。

● 色覚に特性をもつ生徒でも色を判別して地図が読めるように，カラーユニバーサルデザインに取り組む団体と協力し，色
彩表現への工夫がなされている。

● 赤文字で記された都道府県名・国名については，読みやすいよう黒色で縁取りされている。また，読み取りにくい一部の
国名に関しては，さらに白で縁取りされている。

● 土地利用表現の色の下に模様（地紋）が入っており，色のちがいを判別しやすくしている。また，陸高の違いを読み取り
やすいように，うす緑色で等高線が加えられている。

おもに
特色 6　p.33-34

装
丁
等

紙質や印刷の鮮明度などは良
好で，使用上の利便性に配慮
がなされているか。

● 印刷は鮮明で，図 ･ 写真ともに細かな文字まで読み取りやすくなっている。
● 地図を美しく読み取りやすくするため，通常の印刷に緑色のインキを加えた５色刷りで印刷されている。
●紙は反射を抑えつつ鮮明に発色し，裏写りしない軽量なものが使用されているため，地図・写真が美しく鮮明に表現され

ている。

おもに
特色 6　p.33-34

造本は 3 年間の使用に耐える
か。生徒が使いやすい工夫が
なされているか。

● 表紙の材料は引き裂き，引っ張り，折りなどに強い用紙が使用されている。さらに，表面の摩耗・汚れを防ぐため，ポリ
プロピレンシートが貼られており，長期間の使用に耐えられる。

● 製本は，ページの落丁を防ぐために，糸かがりの方法が用いられるとともに，背に「寒冷紗」を巻いて強化し，3 年間の
使用に耐える丈夫な製本仕様になっている。

● 折り込みページの折り目部分がコーティングで補強され，折り込みページが切れ落ちることのないように配慮がなされて
いる。

おもに
特色 6　p.33-34

用紙・インキ等環境への配慮
がなされているか。

● 古紙および環境に優しいフレッシュパルプが用いられている。環境にやさしい植物油インキが使用され，環境保全への配
慮がなされている。

● 針金を使わない製本により，資源を節約すると同時に，リサイクルしやすくなっている。

おもに
特色 6　p.33-34

そ
の
他

特別支援教育に関わる適切な
配慮がなされているか。

● カラーユニバーサルデザインへの配慮がなされている（詳細は前述）。
● 各見開きのタイトルや凡例の位置などスタイルが統一され，読図がしやすいよう配慮されている。
● 反射を抑えた紙が用いられ，読み取りやすく配慮されている。

おもに
特色 6　p.33-34

サポート体制・周辺教材等は
どのようになっているか。

● 教師用指導書，デジタル教科書（指導者用・学習者用），拡大教科書，および地図帳を活用した作業を盛り込んだ準拠地理
ワークが平成 28 年 4 月までに発刊される予定となっている。

おもに
裏表紙
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